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題名	：青葉台暗渠　　				報告書　無
期間　　　　　　：６月１４日
活動場所	：青葉台
参加者		：佐賀見(東洋)、小林、竹田、三田(東海)、てつ(東海)、奥山(麻布)
活動目的	：青葉台にある地下河川の探索。
内容・現地情報　：川みたいなところに入った。暗い。沢装備が必要だった。装備不足のため途中で引き返す。
教訓　　　　　　：下調べを十分する。装備の不備はなくそう。
今後の発展	：再探索の余地有り。リベンジしよう。今度は俺も連れてって。


題名　　　　　　：熊倉沢右俣遡行、左俣下降　　　(雨天中止)　　　報告書　無
期間　　　　　　：６月２６日
活動場所　　　　：奥多摩
参加者　　　　　：藤野、その他
活動目的　　　　：登攀技術、下降技術の向上。
内容・現地情報　：雨天中止
教訓　　　　　　：なし。
今後の展開　　　：晴れた日に行く


題名	：滑沢集落、廃村探索   　　　　　　　　　　　　　　報告書　無
期間　　　　　　：６月２４日夜～２５日
活動場所	：山梨県甲州市滑沢
参加者		：（ＣＬ）藤野、德永、小林、竹田、河野
活動目的　　　　：滑沢の超限界集落の現状調査。滑沢の廃小学校を確認し、授業を行う。　　二宮金次郎さんに挨拶しに行く。
内容・現地情報	：天気が良い日をお勧めする。廃墟の保存状態はとても良い。廃校も確認できたし、残留物が豊富で非常に面白い。昭和の木造校舎が趣深い。人体模型があるという情報だったが、それだけ確認できなかったのが残念。授業を行おうとしたが、ヤンキーばかりで開始１０分で学級崩壊を起こしてしまった。困ったものだ。日本の行く末が危ぶまれる。二宮金次郎は今もボロボロの本を読み続けていた。
教訓	：出発直前、学校の門を乗り越えるときに滑って尻を強打。山道の振動がこの上ないほど苦痛だった。出発前のテンションの急落は活動に大きな支障をきたすので注意が必要だ。意外と尻は人体でも多様且つ使用頻度が高いことに気づく。人体の重要な部位であることを学んだ。あと、運転手を盛り上げることは隊員全体の役割だと反省した。
今後の発展	：再調査の余地もあるが、まだ住民も若干いる。現地住民とのトラブルは避けなければならない。しかし、もし住民とコミュニケーションをとることができれば、限界集落の現状や過去の様子などリアルな情報を得ることができる可能性も十分にある。


今後の活動予定　(計画書段階のもの)
・脱、文明企画プレ(利根川イカダ)
・脱、文明化企画(御岳イカダ)
・穴。(穴掘り)
・第一、第二海保上陸作戦
・最果てを目指して・・・(風来のシレン)
・夏企画会議

その他企画多数
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